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大
家
好
。
我
是
外
语
系
中
文
课
3
年
级
的
福
田

諒
。
今
天
的
夏
天
，
我
初
次
去
上
海
了
。

　
在
我
从
9
月
6
号
到
9
月
15
号
长
期
逗
留
了
中

想
用
什
么
我
在
上
海
感
到
了
以
及
3
个
的
想
了
说
。

　
第
一
，
不
用
现
款
正
发
展
。
在
上
海
，
大
多
数

到
一
个
用
便
利
店
以
及
摊
子
买
的
肉
馒

头
的
会
计
是
电
子
结
算
。
在
日
本
，
信
用
卡
也
被

好
好
使
用
，
但
是
可
能
有
看
到
甚
至
用
卡
的
事
情
。

大
多
数
的
人
用
一
个
手
机
了
结
会
计
。
各
位
中
国

现
在
正
一
回
压
倒
性
地
通
过
吧
的
”
A
I
“
技
术

进
。
我
有
通
过
上
课
关
于
中
国
的
A
Ｉ
技
术
上
海

出
国
之
前
学
习
的
机
会
，
在
当
地
查
接
看
了
”

中

国
的
干
劲
强
大
“
的
时
候
的
话
想
了
。
我
也
想
试
，

但
是
因
为
好
像
当
地
的
手
机
号
码
必
要
是
当
普
及

也
在
日
本
不
远
的
将
来
开
始
了
所
以
的
时
候
想
灵

话
运
用
。

　
第
二
，
与
当
地
的
一
地
方
的
交
流
。
在
上
海
，

上
海
话
，
普
通
话
说
。
我
因
为
只
普
通
话
在
中
文

可
以
使
用
所
以
在
酒
店
的
登
记
手
续
以
及
菜
的
订

货
的
时
候
用
普
通
话
，但
是
不
很
通
晓
。理
由
明
确
。

一
个
是
我
的
中
文
不
适
当
。
因
为
没
有
平
常
只
在

学
校
生
活
的
地
方
灵
话
运
用
中
文
的
机
会
，
并
且

时
间
到
暑
假
许
久
空
出
来
在
中
文
时
隔
1
个
月
之

后
第
一
次
会
话
了
所
以
的
时
候
在
自
己
技
术
痛
感

了
。
第
二
个
是
立
该
说
英
语
的
癖
。
我
在
学
术
孰

讲
师
平
常
教
英
语
。
另
外
，
有
因
为
到
海
外
的
出

国
多
所
以
不
知
不
觉
地
感
到
困
难
的
话
由
于
英
语

说
的
习
惯
。
在
日
本
，
也
偶
尔
用
。
在
让
为
交
流

是
当
地
的
人
时
候
，
不
逼
迫
本
国
的
规
则
以
及
习

惯
，
重
新
感
到
尽
管
是
纳
入
，
但
是
互
相
理
解
正

逗
留
的
国
家
以
及
文
化
的
重
要
的
了
。

　
第
三
，
人
的
关
系
最
重
要
。
在
这
次
的
研
究
班

集
训
，
不
是
只
研
究
班
同
学
，
老
师
，
并
且
陪
了

研
究
生
，
O
Ｂ
，
O
Ｇ
，
建
筑
学
科
，
浙
江
旅
行

学
院
的
学
生
交
流
。
一
边
因
为
和
研
究
生
说
话
所

以
用
和
校
内
不
同
的
气
氛
平
常
交
流
，
一
边
话
能

够
，
能
被
什
么
和
O
Ｂ
，
O
Ｇ
说
考
虑
今
后
的
方

向
性
，
因
为
和
其
他
学
科
的
学
生
交
流
所
以
新
的

朋
友
的
也
增
加
，
如
果
和
浙
江
旅
行
学
院
的
学
生

交
流
的
话
，
中
文
能
力
增
长
，
海
外
的
朋
友
和
一

举
两
得
一
起
能
够
对
方
的
日
语
能
力
增
长
。
另
外
，

在
时
候
出
现
也
恋
人
。
这
样
让
为
是
否
因
为
亲
自

扩
展
人
的
关
系
的
车
轮
所
以
得
失
不
大
大
地
被
分

开
。

　
最
后
，
如
果
国
家
不
同
的
话
，
文
化
不
同
，
并

且
即
使
我
正
通
过
这
次
研
究
班
集
训
在
一
样
的
地

球
上
生
活
也
语
言
也
就
是
心
尽
管
是
不
同
，
但
是

立
该
连
接
起
来
。
在
实
际
上
进
入
当
地
之
前
由
于

轻
的
想
法
有
了
，
但
是
现
实
际
和
理
解
不
同
的
正

是
那
样
。
一
边
一
边
互
相
，
一
边
共
同
生
活
，
一

边
不
在
日
本
停
留
，
到
世
界
广
泛
地
扩
展
文
脉
的

强
大
，
并
且
向
我
的
今
后
感
觉
到
重
要
了
。
当
有

了
是
非
，
各
位
到
海
外
出
航
的
机
会
的
时
候
，
积

极
拿
交
流
，请
增
加
人
的
关
系
。请
遇
见
新
的
自
己
。

　

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
私
は
外
国
語
学
部
中
国
語

学
科
3
年
の
福
田　

諒
で
す
。

　

今
年
の
夏
、
私
は
初
め
て
ゼ
ミ
合
宿
で
上
海
に
行
き
ま

し
た
。
上
海
は
日
夜
問
わ
ず
、
私
が
滞
在
し
て
い
た
黄
浦

区
に
あ
る
南
京
路
に
は
た
く
さ
ん
の
人
が
行
き
交
い
、
日

本
と
比
べ
交
通
量
が
多
く
、
日
本
で
い
う
新
宿
の
よ
う
な

感
じ
で
し
た
。
私
は
9
月
6
日
か
ら
9
月
15
日
ま
で
長
期

滞
在
を
し
て
き
た
中
で
私
が
上
海
で
感
じ
た
こ
と
や
思
っ

た
こ
と
を
3
つ
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
が
進
ん
で
い
る
こ
と
で

す
。
上
海
で
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
屋
台
で
買
う

肉
ま
ん
１
つ
の
会
計
ま
で
ほ
と
ん
ど
が
電
子
決
済
で
し
た
。

日
本
で
も
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
よ
く
使
わ
れ
て
い
ま
す

〈
中
国
語
〉

〈
日
本
語
〉
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三
つ
目
は
、
人
脈
が
一
番
大
事
で
あ
る
こ
と
で
す
。
今

回
の
ゼ
ミ
合
宿
に
は
ゼ
ミ
学
生
、
先
生
だ
け
で
は
な
く
、

大
学
院
生
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
、
建
築
学
科
、
浙
江
旅
行
学
院

の
学
生
と
同
行
し
ま
し
た
。
大
学
院
生
と
話
す
こ
と
に
よ

り
、
普
段
学
内
と
は
違
う
雰
囲
気
で
交
流
し
な
が
ら
お
話

が
で
き
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
方
と
話
す
こ
と
に
よ
り
将
来
の

方
向
性
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
他
学
科
の
学
生
と
交
流

す
る
こ
と
に
よ
り
新
し
い
友
達
も
増
え
、
浙
江
旅
行
学
院

の
学
生
と
交
流
す
れ
ば
中
国
語
力
も
伸
び
、
相
手
の
日
本

語
力
も
伸
び
一
石
二
鳥
と
と
も
に
海
外
の
友
人
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
時
に
は
恋
人
も
で
き
ま
す
。
こ
う
し
て
、
人

脈
の
輪
を
自
ら
広
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
損
得
は
大
き
く
分

か
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
の
ゼ
ミ
合
宿
を
通
じ
て
私
は
同
じ
地
球
上
に

生
活
し
て
い
て
も
国
が
異
な
れ
ば
文
化
も
違
い
、
言
葉
も

違
い
な
が
ら
も
心
は
す
ぐ
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

実
際
に
現
地
へ
足
を
踏
み
入
れ
る
ま
で
は
軽
い
考
え
で
い

ま
し
た
が
、
理
想
と
現
実
が
違
う
の
は
ま
さ
に
そ
う
で
す
。

お
互
い
が
お
互
い
を
理
解
し
あ
い
な
が
ら
共
生
し
て
い
き

な
が
ら
日
本
に
と
ど
ま
ら
ず
広
く
世
界
へ
人
脈
を
広
げ
て

い
く
こ
と
が
私
の
将
来
に
向
け
て
大
事
な
こ
と
で
あ
る
と

強
く
感
じ
ま
し
た
。
是
非
、
み
な
さ
ん
が
海
外
へ
渡
航
す

る
機
会
が
あ
っ
た
ら
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
っ
て
人
脈
を
増
や
し
て
い
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

ど
こ
か
新
し
い
自
分
と
出
会
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

が
、
カ
ー
ド
す
ら
使
っ
て
い
る
人
を
見
か
け
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ほ
と
ん
ど
の
人
が
携
帯
一
つ
で
会
計
を
済
ま

せ
ま
す
。
皆
さ
ん
一
度
は
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
で
あ
ろ

う
「
Ａ
Ｉ
」
の
技
術
は
今
中
国
が
圧
倒
的
に
進
ん
で
い
ま

す
。
私
は
上
海
渡
航
前
に
授
業
で
中
国
の
Ａ
Ｉ
技
術
に
つ

い
て
学
ぶ
機
会
が
あ
り
、現
地
で
直
接
目
に
し
た
と
き
「
中

国
の
や
る
気
は
強
い
な
」
と
思
い
ま
し
た
。
私
も
試
し
て

み
た
い
と
思
い
ま
し
た
が
、
現
地
の
携
帯
電
話
番
号
な
ど

が
必
要
み
た
い
だ
っ
た
の
で
、
近
い
将
来
日
本
に
も
普
及

が
始
ま
っ
た
ら
活
用
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
現
地
の
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

す
。
上
海
で
は
上
海
語
、
北
京
語
が
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

私
は
中
国
語
の
中
で
も
北
京
語
し
か
使
え
な
い
の
で
、
ホ

テ
ル
の
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
や
料
理
の
注
文
の
時
に
は
北
京
語

を
使
っ
て
い
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
通
じ
ま
せ
ん
。
理
由

は
明
確
で
す
。
一
つ
は
私
の
中
国
語
力
不
足
で
す
。
普
段
、

学
校
生
活
の
場
で
し
か
中
国
語
を
活
用
す
る
機
会
が
な
く
、

夏
休
み
で
し
ば
ら
く
時
間
が
空
い
て
し
ま
っ
て
い
た
た
め
、

1
か
月
ぶ
り
に
中
国
語
会
話
を
し
た
と
き
自
分
の
ス
キ
ル

に
痛
感
し
ま
し
た
。
二
つ
目
は
す
ぐ
に
英
語
を
話
し
て
し

ま
う
癖
で
す
。
私
は
普
段
塾
講
師
で
英
語
を
教
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
海
外
へ
の
渡
航
が
多
い
の
で
つ
い
困
っ
て
し

ま
う
と
英
語
を
話
し
て
し
ま
う
癖
が
あ
り
ま
す
。

　

日
本
で
も
た
ま
に
使
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
で
す
。
現
地
の

人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
と
き
に
は
自
国
の
規

則
や
慣
習
を
押
し
付
け
る
の
で
は
な
く
、
滞
在
し
て
い
る

国
や
文
化
を
受
け
入
れ
な
が
ら
お
互
い
に
理
解
し
あ
う
こ

と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
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